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　また、「塵袋」には、寿庵が盛岡で 脚  気 の
かっ け

治療に功績をあげたこと、晩年は 聾 になっ
ろう

たこと、川村家で「江都の水」という顔の

薬を処方したことなど、『甲子夜話』にはな

いエピソードも記されています。（※当時江

戸では、戯作者・式亭三馬の薬屋が出す「江戸の水」

という化粧水が評判をとっていました。川村家処方

の「江都の水」がこれにあたるのではないかと期待して

いるのですが、今のところつながりません。）

　他の資料により、軽米や盛岡から、江戸

の寿庵に弟子入りを志願した者がいたこと

もわかりました。

　さらに、盛岡藩家老席日誌「雑書」（盛岡

市中央公民館蔵）を調べたところ、驚くべ

き事実に出合いました。そこには、江戸に

上った寿庵が御町医・安藤昌益のもとで稽

古したとあったのです。安藤昌益といえ

ば、「自然真営道」の著作で知られる人物が

思い当たります。現在の秋田県大館市出身

の医者で、一時八戸で開業していました。

寿庵はこの昌益に入門したのでしょうか。

■安永の安藤昌益

　「雑書」安永４年（１７７５）４月２日の記事の

文意を要約すると次のようになります。

　上田永久は一昨年、弟子の川村寿庵を連

れて江戸に上り、３年の予定で御町医安藤

昌益のもとで稽古させていた。寿庵はさら

に昌益の師匠川村快庵の門弟となったが、

今年正月に快庵が病死。快庵には老母と娘

がおり、寿庵を婿にして跡を継がせたいと

望まれたため、そのようにしたいと永久が

願い出、許された。

　実は、近年の研究により、寿庵と次男の

博（真斎）は昌益の医学の継承者であること

が解明されています（安藤昌益の会『直耕』

２７・２８号、『安藤昌益と千住宿の関係を調べ

る会通信』１７・１８号ほか）。寿庵と昌益には

接点があったのです。

　ところが、昌益の没年は宝暦１２年（１７６２）。

寿庵が江戸に上ったのは安永２年（１７７３）で

すから、それより１０年以上も前に死んでい

ます。とすると、「雑書」に登場する安藤昌

益とはいったい誰なのでしょう。もしやこ

の時、昌益はまだ生きていたのでしょう

か。それとも、二代目でしょうか。二代目

とすれば、寿庵は初代昌益といつどこで出

会ったのでしょう。

　安永の安藤昌益の出現は、新たな事実と

ともに新たな謎をもたらしました。

■川村寿庵とは何者か

　寿庵の周辺を探っていくと、いろいろな

疑問がわいてきます。交際のあった林述斎

は幕府の儒官の長ですし、『名山図譜』の序

文を書いた儒学者・柴野栗山（１７３６－１８０７）

は、寛政の三博士に数えられるほどの人物

です。田舎出の一介の町医者が、なぜこの

ような高名な学者たちと付き合えたのでし

ょう。その上、趣味は笛と読書と山で、楽

器や書物、絵画を収集していました。相当

なお金持ちだったのでしょうが、町医者が

それほど儲かるとも思えません。安藤昌益

との関係にも謎が残ります。

　森銑三氏は、戯作者・曲亭馬琴（１７６７－

１８４８）の日記に寿庵の名があることも指摘

されています。調べを進めると、どうやら

こちらは寿庵の二代目のようです。長男の

公実が親の名を継いだ可能性が高いと考え

られます。その二代目寿庵の妻が、馬琴の

長男・宗伯に嫁いだ 路 の叔母だったのです。
みち

路の父は土岐村元立という医者で、寿庵の

妻はその血のつながらない妹でした。

　川村寿庵とは何者か、興味は尽きませ

ん。今後も調査を続けますので、情報をお

持ちの方はご一報いただければ幸いです。

「雑書」安永４年４月２日の記事（盛岡市中央公民館蔵）
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